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特定生殖補助医療に関する法律案（仮称）

13:20～14:20(質疑１０分を含む)

13:00～1３:20 あいさつ

シンポジウム主旨

LGBTQ当事者の家族形成を取り巻く課題

岡山大学学術研究院保健学域 中塚幹也

2024年度科学研究費補助金基盤研究（B）
LGBTQ当事者の家族形成実現とライフプラン
教育の社会実装への相互深化モデル形成

2024年

7月6日（土）
13:00～16:00
岡山大学鹿田キャンパス

Jホール

LGBTQの子どもはライフプラン
どなたでも参加できます．参加費無料.

岡山大学大学院保健学研究科・岡山県不妊専門相談センター・岡山県産婦人科医会

岡山大学生殖補助医療技術教育研究（ART）センター

岡山大学病院リプロダクションセンター生と死の倫理セミナー

「生殖とジェンダーの今」 Yahoo！ニュース
https://news.yahoo.co.jp/byline/mikiyanakatsuka

性の多様性・ライフプラン教育

14:30～15:30(質疑１０分を含む)

を立てられるのか？

トランスジェンダーに関連する
法律と医療を考える会

プロジェクトTGD
http://pttgdjapan.main.jp/

生殖医療と教育
事前申込不要
無料駐車券あり

2023年，LGBT理解増進法が成立，そして，最高裁は性同
一性障害特例法の「生殖不能要件」を違憲と判断しました．
しかし，同性婚が認められていない状況下，今後，成立が
見込まれる生殖補助医療新法案のたたき台では，精子・卵
子の提供を受けて子どもを持つことができるのは，法的な
夫婦のみとされています．
LGBTQの子どもたちは，性の多様性を理解し，さらに，自

身の家族形成を含むライフプランを立てられるのか？今回
は，会場で議論します．

提供配偶子による生殖医療を求める人々に接して

はらメディカルクリニック 戸田さやか

特定生殖補助医療に関する法律案のたたき台を読み解く

岡山大学学術研究院ヘルスシステム統合科学 宍戸圭介

日本の教科書における「性の多様性」「家族形成」

亜細亜大学法学部 三浦朋子

LGBTQの子どもへのライフプラン教育に向けて

岡山大学学術研究院保健学域 中塚幹也

15:30～16:00 総合討論

プレコンセプションケア

「未来への選択肢」

https://news.yahoo.co.jp/byline/mikiyanakatsuka

